
製造現場の
自動化・ロボット導入
による人手不足対策
フォーラム

参加費:無料
定   員:70名

■ROBOTS TOWN株式会社
　代表取締役　白坂　紳滋　氏　

・1989年設立。主力となる半導体・水晶
   製造装置の設計・製作をベースに、各種
   省力機械の開発、精密部品の加工、ロボ
   ット制御、アプリケーションソフトの
　開発、販売までを行う
　複合エンジニアリング
　を展開。
・2021年には、函館市内では
　半世紀ぶりとなる酒蔵
　『函館五稜乃蔵』を創設。

●深刻化する人手不足に対応するための方策の一つである「製造現場の
　自動化機器・ロボット導入」について、ロボットSIER＝工場自動化の
　プロが導入事例を基に、ユーザー＝導入企業向けに、導入プロセスや
　ポイントをわかりやすく解説します。

《基調講演②・講師》　

【北海道：地域企業の先端技術人材確保・育成等支援事業成果報告セミナー】

２０２5

１4：００～１6：００

１．30　木
《会場》

プレミアホテルｰCABIN PRESIDENT-函館
3階　カメリアⅠ

函館市若松町14番10号

★お申し込み／詳細は裏面を参照ください。　⇒

●函館市を中心に活動するロボットSIER＝株式会社メデックから、函館
　地域の自動化機器・ロボット導入事例を通じた導入までの流れや、地域
　産業における導入可能な作業工程などをわかりやすく解説します。

《基調講演①・講師》　
■株式会社メデック　
　

・大手菓子製造会社にて製造ラインオペレー
　ターから製造設備管理者、製造ライン管理
　責任者を経験。10年以上に渡り食品製造
　ラインの重点課題管理から
　パート従業員の手作業工程
　課題改善まで、幅広い製造
　現場　での生産性向上実績を
　有する若手有力SIer。
　食品製造業に寄り添った
　省力化提案を実施中

IN 函館



＜はこだてFOODフェスタ＞
　　「函館・道南の食」の魅力が大集結
　　3万人が訪れる道南最大級のグルメイベント

《函館市からのお知らせ》

《会期》2025年 2月22日（土）11:00～20:00
                       2月23日（日）10:00～17:00
《会場》函館アリーナ　メインアリーナ
《料金》入場無料 ※飲食代別途　

〇製造業（牛乳・乳製品）。1973年地域の酪農家を
　中心に設立。全道の一元集荷、多元販売のシステム
　から離れて生産、販売を開始。
〇商品ブランド名「函館牛乳」として
　道南地区を中心に親しまれている。
〇今年度ノーステック財団において
　ロボット人材育成を目的とした伴走型
　支援を実施。

《事例紹介企業：株式会社函館酪農公社》

■報告者   ：函館市経済部工業振興課主査　緋田　賢治　氏

https://www.noastec.jp/news/seminar-event/post_4729.html 

①ノーステック財団『人手不足対策事業』成果報告

■報告者：公益財団法人北海道科学技術総合振興センター（ノーステック財団）
　　　　　ビジネスソリューション支援部　副部長　黒澤　辰憲

◎カリキュラム

◎お申し込み／お問い合わせ ※下記のURL及びQRコードからお申し込みください。

製造現場への自動化機器・ロボット導入についての先進事例や
自動化のプロによるポイント解説を聞いて、自社の製造工程の
効率化・省人化に向けた検討を新年から始めましょう！

＜14：20～14：35＞　

＜14：05～14：20＞　

＜14：35～15：15＞　

③基調講演①

●演題：製造現場のプロが教える自動化機器・ロボット導入のポイント
■講師：Robots Town株式会社　代表取締役　白坂　紳滋　氏

②函館市「函館市IT・ロボット等の活用による生産性向上支援事業」　
　成果報告

■公益財団法人北海道科学技術総合振興センタービジネスソリューション支援部
　札幌市北区北21条西12丁目　コラボほっかいどう
　　TEL：011-792-6119　
　　E-Mail：hcluster@noastec.jp　

■講師：株式会社メデック　

④基調講演②
＜15：15～15：55＞　

●演題：地域の導入事例から学ぶ、自動化機器・ロボット導入の進め方

＜モデルケース：株式会社函館酪農公社様への支援について＞

■主催：函館市、公益財団法人北海道科学技術総合振興センター（ノーステック財団）
■協力機関：公益財団法人函館地域産業振興財団、函館商工会議所、一般社団法人北海道中小企業同友会函館支部


